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1 ，調査の経過

本調査は.京都大学理学部構内東南隅K理学部共同講義室等 (RHl 3，640"，)建設K伴

い，その予定敷地内での遺構の存否を確認し，遺跡¢晦聞を明らかにしようとして次の要領で

行ったものである。

調査対象地

調査主体者

調査担当者

調査指導者

調査協力者

調査期間

調査面積

1. 第 1次調査

京都市左京区北白川追分町

京都大学総長前田敏男

京都大学理学部助教授

石田志朗

同大学院文学副究科

博士課程2年 中村徹也

修士課程 2年 中村友博

京都大学文学部講師

小林行雄

京都大学理学部教授

池田次郎

京都大学理学部地質学鉱物学

教室学生・院生

同動物学教室学生・院生

同地球物理学教室学生・院生

第1次昭和47年 10月25日

第2次昭和47年11月9日:から 11月22日まで 14日間

約600"，

調査地は.平安時代までの旧白川の壇積谷K位躍していることが.隣接の生物々理学教室建

設工事の資料から推iIlltされた司そとで. 1 0月25日.図K示したように長さ 42m，幅1m. 

深さ 1mの東西方向のトレシチとA.......E5地点K深さ 3mのピットを掘って.地層左らびK遺

跡の存否の調査を行まった。との際トレンチ東端のぜ 7 トAで.深さ 2.5m-2.8 mの黒色な

いし黒褐色砂質粘土層から.数片の弥生式土器が得られた。との弥生式土器を包含する砂質粘

土層は，西左らびK南へゆる〈傾斜し.ピァト B在らびVCCでは水底堆積の~褐色砂質粘土層



で.弥生式土器片は含まれてい在い。

その弥生式土器包含層の上Kは.摩さ約1.5 mの淡黄褐色の花嗣岩質組組砂(旧白川砂)が

のり.その上の地表下約 1mの黒土層は現代の建築物の基礎まらびKその他の人為的損乱をう

けているととろが多いつしたがって.地表下2.5m以浅Kは弥生時代以降の遺構走らびに包含

層は存在しまい。

以上の第1次調査の結果Kより.調査地東北部K弥生時代的遺跡があるととがわかり.第2

次調査を行在った。

2. 第2次調査

第2次調査は建設予定地東北部を東走らびK北Kそれぞれ4mと3m拡げ，東西 24.4 m. 

南北26.3mの方形区画を対象範囲とした。そして弥生時代在らびにそれ以前の遺構を対象と

したoその範囲は，南限が今出川通りに沿う塀の約4.0m内側，西限は現地質学鉱物学棟の東

側線上までで東南隅は地蔵堂のため方形K在ってい在い。

弥生時代の遺構が存在するとすれば，その面は遺物包含層下面であるから.遺物包含層より

上の厚い白川砂層の除去はづルトーザーによった。さらK遺物包含膚上約 30 c鴻K達して後は

機重Kよる遺樫及び遺物の樹員を恐れ.より細まかK作動できる1シポK替える配慮を行在つ

た。

第1次調査により，弥生式土器を包含していた層を確認できたもっとも東寄りの地点は.本

調査で定めた東端より西へ約 1[) mの位置Kあたり.地表下2.5mであった。ととろが白川砂

層を除去してゆくKつれて，東端では遺物包含層はもっと浅く.その上面が地表下約0.9m-

1. OmK現われた。したがって包含層は東K高〈西へ低〈傾斜しているととが判った。その段

階より以後は注意深〈ユシポを作動さすと同時K.東から人力Kより包含層上面の検出を急い

だ。その結果1.5/9.0mの勾配で西K落ちる旧地表面を露呈さすζとができた。

遺物包含層の発掘K際しては. 3.0 m方眼のクリヲ Fを設けた。地層観察用の幅0.5mのア

ぜで区画割りされた各クリ 7ドを.東より西へA夢IJ・B列・ C列・ D列と呼び.さらK北から

南へ. I . 1・1.IV.V.lIと番号をつけた。例えば東北隅のクリアドをA・1区，西南隅

のクリアドをD・司区と呼称した。(付図書照)

調査範囲内東端中央部及び.C • 1 • C・1.D.I. D.IKまたがる地点の二ケ所K.

かつて設けられていた工学部アンテTタワーの基礎が残存してたり.一辺約2.5mの方形K撹

乱穴があけられていた。

との後包含層中の遺構の存否を確かめるためK:.わずかずつ剥いで下げてゆき，包含層の厚
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さを調べた。しかし遺構は発見され在かった。

弥生式土器片が発見された黒色左いし黒褐色砂質土から在る上部包含層は東端で厚さ約 25 

aで西へしだいK簿(.また粘土質K在る。発掘地域内の東端から西へ約 10mまで黒色~灰

黒色であるが.よP西方では暗褐色粘土と在っている。反対K東方吋まわずかK高〈左りつつ

本調査地域の東方へ続いているものと思われ.南北方向へもや込低〈下がっているが調査地域

以上Kひろく拡がっている。調査地域内で包含層下面が示す旧地形は.東から西へ傾き，台地

文は丘陵の西縁斜面であT.南と北へもその斜面は東方へ後退し，調査地が最も西方へ台地が

はP出した場所であると推察できる。調査区域東部の包含層は当時の黒色表土，中部は東方か

ら流れ落ちたものが多(.西部は完全左水底堆積物であるO したがってととK遺構を発見でき

在かったのは当然左ととであると理解される。

との包含膚は灰色粘土あるいは褐色粘土と念って西方平担部まで続いてなり.包含されてい

た土器片は転移してか走り西方までbよんでいるが，西K行(VCしたがって頻度は粗と左る。

文傾斜面の裾K北から南へ流れていたと考えられる小さま自然流路がめぐっていたととが，東

西K幅せまいレンズ状の砂層から推定される。流れ落ちた土器片はととKとどまり.さらK南

へ運ばれた可能性があるo平担面の発掘は西方へは. 3.0 m区画だけ拡げるKとどめた。

上部包含層より下の層序は，その直下K約2ocw-2 5 c1tl厚きの褐色砂質土層があり，さら

K下K粒子の細かな黒褐色砂層が20 C1II-3 n c曹の厚さで堆積している。との黒褐色砂層内K

縄文式土器片が数片発見されてj;;>T .厳密K言えば.との層を下部包含層と考えてよい。但し

との層も東方からの流れ落ちた堆積Kよるものであ!J.縄文時代の遺樹立存在せず，土器の包

含量もきわめて少い状態であった。

上部包含層下面で地形測量を行った。乙の地形がそのま或弥生時代の地表面を示してシり，

白川砂彊堆積以前の自然地形の復元K貴重走資料を提供するととができた。

1 ，出土遺物

遺物整理が終ってい在いので，品目と簡単在説明のみKとどめる。土器はいづれも小さな破

片である。

1. 縄文式土器 約80片。うち有文約 10片。弥生式土器K比べ，より少量で，しかもよ

タ小さ走破片である。①いわゆる緑帯文をもヨもの.②口縁の内外面K凸帯をもち，ていね

いK磨緋されたもの.③小さい刻除目凸帯をもち，器面を貝殻調整したものまどがある。と

れらは縄文後期から晩期に治>tj"ての諸型式の断片的資料である。

Z 勢往式土器 約10 0 0片。うち有文約 100片。本包含地の主体をます遺物である。
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とれらの土器は長石粒及び石英粒を多〈包み.ヘラ三万字痕ゃいわゆるハケ目痩を顕著K残

すo焼成は灰褐色.灰黒色，灰白色を呈するものが多<，稀K赤褐色を呈するものもある。

以下K記す査と聾以外の他の器種の検出会よびそれらの細分的検討は今後の課題である。

C壷〕

ロ縁は多〈つよ〈外反し，胴部はふぐれて.底部へとすぼまるの文謙がみとめられるのは

口縁部・頚部・胴部である。口緑端部は丸味をもつものが多いが.稀K面どりをもつものも

ある。をた端部K一本沈績を囲績するものもある。頚部と胴部の文謙要素としては平行沈線，

凸帯(圧痕・刻除目)がある。

〈賓〕

ロ縁はきわめて短か〈外反し，胴部はあまり張らずK底部へとすほまるo 口縁端部tc~1jみ

目を入れているものと，入れ左いものとがある。頭部は平行沈線をめぐらすととが多い。

とれらの土器は弥d主前期の比較的まとまった資料である0

3. 石鎌 7個O

欠損品，未製品をあわせて，ヤヨリ 7個が出土nすべて汁ヌ力イト製である。

4. 砥石 1個 1

欠損品ではあるが.二面tc.それぞれ平行するこ条の講を残す。砂岩製o

5. ~j 片約 3 0個O

石器製作中K生じた剥片を採集。材質は大部分サヌカイトで.一部チャートがをじるO

本調査の結果，当地点は.東方K存在する縄文時代後・晩期幸子よび弥生時代前期の遺跡のあ

った台地西方の低地(;1，"そら ()11の氾濫原 )tc面した斜面K当ると考えられるo したがって北

白川追分町内Kはとの地点の東方K縄文あるいは弥生時代の遺跡が残存している可能性が高いヲ

上部包含膚の示す時期は，出土遺物の項で述べたようf(.弥生時代前期であり縄文時代後・

晩期の土器片の混在は東方K時期を異Kするこつの遺跡、が存在するのか.あるいは寵文式土器

を有する弥生時代前期の人間の存在を暗示するかという今後の意味深い学問的示唆を生み出し

た。

山城にお丸、てかつて過去K発見された弥生時代前期の遺跡は，乙~，馳域K限られていた。本

調査はその分布地域を更K北方北白川の地K拡大したζとKよって.山城f(;1，..ける弥生時代文

化の成立K新しい資料を提供するとととまった。
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下部包含層中の縄文式土器片は，時代相即リのできうる限りのものでは一様K縄文後期の特徴

をもっO 出土遺物Kついての詳細念検討をまって当遺跡の学術的報告を行いたいと考える。
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京都丈学理学部格内選前符A調査位置図

(由利47 等 II~)
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第l図
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第3図 京都丈学Jf宇都矯内1宣n、ぞ掘調査把頭断面図
(断勘繰lま第2図に示す) 田和41年IIJf
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